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一
．
は
じ
め
に

（
一
）
中
勘
助
の
戦
争
詩

　

中
勘
助
（
明
治
一
八
年
〜
昭
和
四
〇
年
）
に
よ
る
詩
歌
業
の
中
に
は
い
わ
ゆ

る
「
戦
争
詩
」
と
呼
ば
れ
る
詩
歌
が
あ
る
。
昭
和
一
二
年
九
月
か
ら
昭
和
一
四

年
ま
で
に
創
作
さ
れ
た
戦
争
詩
の
大
部
分
は
『
大
戦
の
詩
』（
昭
和
一
三
年
一

二
月
、
岩
波
書
店
）
及
び
『
百
城
を
落
す
』（
昭
和
一
四
年
九
月
、
岩
波
書
店
）

と
い
う
二
冊
の
戦
争
詩
歌
集
に
収
録
さ
れ
た
。

　

日
中
戦
争
初
期
の
昭
和
一
二
年
か
ら
昭
和
一
三
年
ま
で
に
創
作
さ
れ
た
『
大

戦
の
詩
』
収
録
詩
四
二
篇
、
短
歌
七
首
の
初
出
を
見
る
と
、「
山
西
」「
聖
戦
」

の
二
詩
は
『
思
想
』
第
一
九
五
号
（
昭
和
一
三
年
八
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

『
百
城
を
落
す
』
収
録
詩
三
四
篇
の
内
、
三
詩
「
蘭
州
」（『
新
日
本
』
昭
和
一

四
年
五
月
号
）、「
り
す
」（『
新
風
土
』
昭
和
一
四
年
六
月
号
）、「
南
京
」（『
新

日
本
』
昭
和
一
四
年
七
月
号
）
は
初
出
誌
が
存
在
す
る
。『
大
戦
の
詩
』『
百
城

を
落
す
』
は
、
そ
の
収
録
詩
歌
の
ほ
と
ん
ど
が
書
き
下
ろ
し
で
あ
る
。

　

詩
集
『
飛
鳥
』（
昭
和
一
七
年
三
月　

筑
摩
書
店
）
に
は
、『
大
戦
の
詩
』
か

ら
「
渡
洋
爆
撃
」「
山
西
」「
光
華
門
」
の
三
篇
、『
百
城
を
落
す
』
か
ら
「
南
京
」

「
り
す
」
の
二
篇
が
再
録
さ
れ
た
。
昭
和
二
六
年
一
一
月
に
『
飛
鳥
』
は
創
元

社
よ
り
再
販
さ
れ
た
。
そ
の
折
、『
大
戦
の
詩
』
か
ら
の
三
篇
削
除
、『
百
城
を

落
す
』
か
ら
「
南
京
」
削
除
、「
り
す
」
の
一
篇
の
み
が
再
録
さ
れ
た
。

中
勘
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戦
争
詩

│ 「
鳥
の
物
語
」
と
の
関
連
よ
り 

│

O
n N
aka K

ansuke ’s W
ar Poetry

木　

内　

英　

実

H
idem

i K
iuchi

要
旨
：

　

中
勘
助
は
日
中
戦
争
開
戦
を
契
機
に
創
作
し
た
『
大
戦
の
詩
』（
昭
和
一
三
年
一
二
月
、
岩
波
書
店
）
及
び
『
百
城
を
落
す
』（
昭
和
一
四
年
九
月
、
岩
波
書
店
）
ら
二
冊
の

戦
争
詩
集
を
文
学
業
績
に
含
む
詩
人
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
詩
は
家
族
の
た
め
に
新
聞
掲
載
戦
況
報
道
記
事
を
中
勘
助
が
読
み
上
げ
る
と
い
う
日
常
的
な
営
み
か
ら
生
ま
れ
た
。

戦
時
下
で
も
読
者
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
か
っ
た
「
銀
の
匙
」
の
作
家
と
し
て
、
公
声
曲
と
し
て
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
戦
争
詩
「
光
華
門
」
の
作
詩
者
と
し
て
、
中
勘
助
は
公

的
に
二
側
面
を
戦
時
下
に
持
ち
続
け
た
。
し
か
し
終
戦
直
前
脱
稿
の
「
鶴
の
話
」（『
鳥
の
物
語
』）
に
集
約
さ
れ
た
目
の
前
の
優
れ
た
素
材
の
「
あ
り
の
ま
ま
を
言
葉
に
つ
づ
」

る
こ
と
へ
の
中
勘
助
に
よ
る
志
向
性
の
前
に
、
戦
争
詩
は
詩
集
再
販
時
に
は
削
除
さ
れ
る
べ
き
作
品
と
な
っ
て
い
っ
た
。
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筑
摩
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
現
代
日
本
文
学
全
集
75
『
中
勘
助　

内
田
百
閒

集
』（
昭
和
三
一
年
六
月
）
収
録
「
飛
鳥
」
の
「
詩
集
目
次
」
で
は
「
渡
洋
爆
撃
」

「
山
西
」「
光
華
門
」「
南
京
」
に
＊
印
が
附
さ
れ
、「
編
注
│
『
飛
鳥
』
の
う
ち

＊
印
を
附
し
た
も
の
は
著
者
の
意
向
に
よ
っ
て
こ
れ
を
省
い
た
」
と
記
さ
れ
、

こ
こ
で
も
「
り
す
」
の
み
が
再
録
さ
れ
た
。

　

三
好
達
治
は
「
中
さ
ん
の
詩
『
飛
鳥
』
の
あ
と
に
」（『
飛
鳥
』
昭
和
二
六
年

一
一
月
、
創
元
社
）
に
お
い
て
「
中
さ
ん
の
詩
は
静
か
で
穏
や
か
で
あ
る
。
そ

の
あ
る
も
の
は
簡
潔
で
ぎ
り
ぎ
り
に
切
迫
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
さ
へ

半
面
静
か
に
穏
や
か
に
落
ち
つ
い
て
書
か
れ
て
ゐ
る
」
と
評
価
し
た
。『
日
本

現
代
詩
辞
典
』（
分
銅
惇
作
・
田
所
周
・
三
浦
仁
編
、
昭
和
六
一
年
二
月
、
桜

楓
社
）
に
お
い
て
市
毛
勝
雄
が
「
三
〇
代
半
ば
か
ら
詩
を
書
き
、
詩
集
『
琅
玕
』

（
昭
一
〇
）『
機
の
音
』（
昭
一
一
）『
海
に
う
か
ば
ん
』（
昭
一
一
）
を
五
〇
代
に
、

さ
ら
に
六
〇
を
過
ぎ
て
か
ら
『
藁
科
』（
昭
二
六
）
な
ど
を
発
表
し
た
。
常
に

文
壇
の
外
に
あ
っ
て
己
の
人
格
を
磨
い
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
、
こ
れ
ら
の

作
品
は
俗
謡
（
小
唄
）
調
・
漢
詩
風
な
ど
の
形
を
借
り
つ
つ
静
か
な
緊
張
と
寛

や
か
な
孤
高
の
姿
を
表
現
し
て
い
る
」
と
解
説
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
戦
争

詩
は
中
勘
助
に
よ
る
詩
業
の
中
で
も
一
般
に
評
価
の
対
象
と
な
っ
て
こ
な
か
っ

た
。

　

し
か
し
、
文
学
者
の
戦
争
責
任
を
確
認
す
る
経
過
に
お
い
て
、
近
年
、
中
勘

助
は
「
戦
時
下
は
早
く
か
ら
戦
争
詩
人
と
し
て
活
躍
」（
坪
井
秀
人
『
声
の
祝

祭
』
平
成
九
年
八
月
、
名
古
屋
大
学
出
版
）
と
そ
の
戦
争
詩
が
評
価
の
俎
上
に

の
ぼ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
論
で
は
、
中
勘
助
の
戦
争
詩
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
静
岡
市
所
蔵
中
勘

助
関
係
資
料
及
び
新
出
資
料
か
ら
考
察
し
た
い
。

（
二
）
先
行
研
究
一
覧

　

①
山
室
静
「
第
八
章　

昭
和
詩
の
展
望
」『
昭
和
文
学
史　

下
巻
』（
昭
和
三

一
年
一
二
月
、
角
川
書
店
）
で
は
「
こ
の
よ
う
な
（
論
者
注　

高
村
光
太
郎
、

尾
崎
喜
八
等
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
詩
人
が
戦
時
下
に
愛
国
詩
人
と
な
っ
た
よ
う

な
）
戦
争
へ
の
同
調
は
（
中
略
）
従
来
は
『
銀
の
匙
』
や
『
静マ
マ

か
な
流
れマ
マ

』
の

つ
つ
ま
し
や
か
な
世
界
を
見
つ
め
る
小
説
家
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
の
期
に
突
如

と
し
て
『
琅
玕
』『
機
の
音
』『
海
に
浮
か
ば
ん
』
等
の
詩
人
と
し
て
出
現
し
た
中

勘
助
に
さ
え
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
」と
、中
勘
助
を
愛
国
詩
人
と
し
て
位
置
付
け
た
。

　

②
村
田
正
夫
『
戦
争
・
詩
・
批
評　

村
田
正
夫
詩
論
集
』（
昭
和
四
六
年
八
月
、

現
代
書
館
）
で
は
「
戦
後
責
任
と
し
て
の
戦
争
の
詩
」
の
系
譜
に
中
勘
助
の
戦

争
詩
が
記
さ
れ
た
。『
大
戦
の
詩
』
収
録
「
白
水
村
」
の
詩
文
「
白
水
村
の
戦

ひ
に　

敵
前
に
独
座
し
て
燃
え
あ
が
る
戦
車　

車
外
に
右
手
を
傷
つ
い
て
殪
れ

た
兵
士　

左
手
で
書
い
た
遺
言　
『
天
皇
陛
下
万
歳　

豊
田
隆　

隆
は
今
か
ら

死
に
ま
す　

お
母
さ
ん
御
機
嫌
』」
を
挙
げ
「
兵
士
の
死
の
美
化
作
業
に
す
ぎ

な
い
」
と
厳
し
く
評
価
し
た
。
同
様
に
「
飯
塚
部
隊
長
」
に
関
し
、「
中
国
大

陸
に
侵
略
の
足
を
延
ば
し
た
血
と
汗
の
死
の
行
為
の
中
に
作
者
な
り
の
人
間
の

美
し
さ
、
天
皇
に
奉
仕
す
る
無
知
の
人
々
の
、
無
知
な
る
が
ゆ
え
の
美
し
さ
を

追
求
し
た
の
で
あ
る
」
と
中
勘
助
の
戦
争
詩
の
特
徴
を
挙
げ
た
。

　

③
阿
部
猛
「『
銀
の
匙
』
と
『
戦
車
兵
』
│
中
勘
助
」『
近
代
詩
の
敗
北
』（
昭

和
五
五
年
二
月
、
産
学
社
）
は
、
村
田
の
論
に
共
感
す
る
立
場
で
、『
百
城
を

落
す
』「
戦
車
兵
）
1
（

」
を
「
反
戦
詩
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
の
「
厭
戦
詩
」

と
位
置
付
け
、『
大
戦
の
詩
』「
通
信
兵
）
2
（

」
の
「
そ
の
随
筆
・
小
説
と
は
ま
っ
た

く
異
な
り
、
詩
情
も
な
に
も
な
い
」「
幼
稚
さ
」
が
、「
侵
略
」
の
意
識
の
欠
落

に
結
び
つ
い
た
こ
と
を
問
題
視
し
た
。

　

④
高
崎
隆
治
『
戦
争
詩
歌
事
典
』（
昭
和
六
二
年
九
月
、
日
本
図
書
セ
ン
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タ
ー
）
の
中
で
二
冊
の
意
戦
争
詩
集
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
た
。「
大
戦
の

詩
」
は
「「
作
者
は
新
聞
の
記
事
を
読
み
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
詩
ら
し
き
も
の

に
仕
立
て
て
い
っ
た
よ
う
で
（
中
略
）
日
清
・
日
露
戦
争
時
代
の
『
勇
壮
』
を

唯
一
の
価
値
と
し
た
つ
ま
ら
な
い
漢
詩
と
同
じ
も
の
」
と
厳
し
い
評
価
が
附
さ

れ
て
い
る
。「
百
城
を
落
す
」
で
も
「
作
風
は
『
大
戦
の
詩
』
と
ま
っ
た
く
同

じ
で
、
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
や
戦
線
美
談
・
銃
後
美
談
を
、
詩
の
形
式
を
借
り
て
表

現
し
た
だ
け
で
あ
る
。（
中
略
）
作
者
の
感
覚
や
発
想
は
依
然
と
し
て
日
清
・

日
露
戦
争
時
代
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
近
代
戦
が
こ
の
作
者
の
手
に
か
か
る
と
、

た
ち
ま
ち
古
色
蒼
然
と
し
て
く
る
」「
独
善
」
と
評
価
は
低
い
。

　

⑤
矢
野
貫
一
「
大
戦
の
詩
」「
百
城
を
落
す
」『
近
代
戦
争
文
学
事
典
』
第
三

集
（
平
成
八
年
六
月
、
和
泉
書
院
）
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
満
州
事
変
を
扱
っ

た
と
言
及
し
、「
戦
死
が
戦
場
の
花
で
あ
る
か
の
慨
が
あ
る
」「
報
道
な
ど
か
ら

知
り
得
た
戦
場
の
現
象
を
、
正
直
そ
の
ま
ま
に
、
あ
る
い
は
無
反
省
に
詩
形
に

写
し
取
っ
た
」「
戦
争
を
支
持
し
、『
広
東
へ　

広
東
へ　

や
れ　

や
れ
！
』（『
広

東
へ　

広
東
へ
』）
と
声
援
を
送
る
と
こ
ろ
は
野
次
馬
」、「『
百
発
百
中　

ダ
ー
ン　

ダ
ー
ン　

ふ
つ
と
ぶ
敵
兵　

砕
け
る
塁
壁　

敵
弾
も
百
発
百
中　

人
間
の
蜂
の

巣　

倒
れ
る
照
準
手　

天
皇
陛
下
万
歳
』（
清
河
鎮
）、
敵
も
味
方
も
み
ん
な
死

ね
と
ば
か
り
、
勘
助
は
偏
執
狂
じ
み
て
く
る
」
と
手
厳
し
い
見
方
を
示
し
た
。

　

⑥
金
津
赫
生
「
中
勘
助
│
二
つ
の
戦
争
詩
集
」『
日
本
醫
事
新
報
』
四
〇
二

一
号
（
平
成
一
三
年
五
月
一
九
日
）
で
は
「
大
戦
の
詩
」
に
関
し
て
「
当
局
が

『（
論
者
注　

支
那
）
事
変
』
で
通
そ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
『
大
戦
』
と
言
い

き
っ
た
と
こ
ろ
」
に
「
日
本
国
と
国
軍
の
危
機
」
を
感
じ
「
敢
然
と
し
て
戦
争

詩
を
作
り
始
め
た
」
心
意
気
を
認
め
、
詩
篇
は
「
戦
局
の
推
移
に
合
わ
せ
る
よ

う
に
配
列
さ
れ
（
中
略
）
勇
壮
な
詩
句
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
」「
詩
作
が

報
道
に
取
材
し
た
」
と
そ
の
特
徴
を
記
し
た
。「
百
城
を
落
す
」
に
関
し
て
、「
南

京
」「
白
塩
」「
り
す
」
等
の
詩
に
「
反
戦
的
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
戦
況
に

批
判
的
に
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
中
勘
助
の
心
情
を
重
ね
た
論
考
。「
時
代
の

奔
流
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
」
理
由
と
し
て
、
二
・
二
六
事
件
を
挙
げ
、

「
大
陸
に
散
っ
て
い
っ
た
兵
達
に
手
向
け
ら
れ
た
挽
歌
」
と
し
て
「
勘
助
文
学

が
残
し
た
一
精
華
と
み
な
し
う
る
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
「『
光
華

門
』
が
公
声
曲
と
し
て
作
曲
さ
れ
、
そ
の
音
盤
が
文
部
大
臣
賞
特
賞
に
選
ば
れ

た
」
と
の
情
報
も
記
さ
れ
た
。

　

⑦
佐
藤
卓
己
「
悔
恨
共
同
体
の
文
化
」『
物
語　

岩
波
書
店
百
年
史
2
』（
平

成
二
五
年
一
〇
月
、
岩
波
書
店
）
で
は
、
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
没
収
図
書
に
「
中
勘
助

『
大
戦
の
詩
』
一
九
三
八
年
」
が
「
不
問
に
付
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
」
と

扱
い
に
疑
問
を
呈
す
る
。

（
三
）
先
行
研
究
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
諸
点

　

中
勘
助
の
戦
争
詩
に
つ
い
て
、
⑥
の
金
津
以
外
の
論
考
は
中
勘
助
の
戦
争
責

任
の
証
左
と
し
て
扱
い
、
そ
の
評
価
は
概
ね
低
い
。
し
か
し
、
中
勘
助
自
身
は
、

戦
争
詩
の
何
篇
か
を
自
ら
が
編
集
し
た
角
川
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』
第
一
二

巻
に
も
収
録
し
、
隠
ぺ
い
す
る
姿
勢
を
示
さ
な
か
っ
た
。
中
勘
助
自
身
に
よ
る

戦
争
詩
の
評
価
を
含
め
、
本
論
で
は
中
勘
助
の
戦
争
詩
を
正
当
に
評
価
す
る
た

め
、
創
作
方
法
の
解
明
と
歴
史
的
位
置
づ
け
を
、
静
岡
市
所
蔵
中
勘
助
関
係
資

料
を
手
掛
か
り
に
確
認
す
る
。

二
．
中
勘
助
の
作
品
に
対
す
る
太
平
洋
戦
争
中
の
評
価

（
一
）「
銀
の
匙
」
の
評
価

　

太
平
洋
戦
時
下
で
「
銀
の
匙
」
ほ
ど
、
兵
士
か
ら
民
間
人
ま
で
よ
く
読
ま
れ
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た
作
品
は
な
い
だ
ろ
う
。「
総
力
戦
下
の
読
書
文
化
」（
前
掲
『
物
語　

岩
波
書

店
百
年
史
2
』）
に
、「
軍
部
は
岩
波
書
店
を
嫌
っ
て
い
る
。
し
か
し
大
陸
の
戦

線
へ
い
っ
て
い
る
若
者
た
ち
の
背
嚢
の
中
に
は
岩
波
文
庫
が
入
っ
て
い
る
。
そ

の
う
え
恤
兵
品
と
し
て
岩
波
文
庫
を
要
求
す
る
声
が
強
か
っ
た
。
陸
軍
恤
兵
部

で
は
や
む
を
得
ず
何
百
万
（
何
十
万
の
誤
記
）
冊
と
い
う
注
文
を
発
し
た
。

も
っ
と
も
利
益
を
度
外
視
し
て
納
入
せ
よ
と
い
う
命
令
は
つ
け
加
わ
っ
て
お
っ

た
」（
小
林
勇
『
創
業
者
を
偲
び
つ
つ
』
一
九
五
八
年
）
と
昭
和
一
五
年
当
時

の
状
況
が
説
明
さ
れ
た
。
実
際
に
昭
和
一
五
年
一
〇
月
二
〇
年
に
岩
波
文
庫
二

〇
点
、
各
五
〇
〇
〇
部
の
陸
軍
恤
兵
部
か
ら
の
発
注
が
社
史
に
記
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
陸
軍
の
岩
波
文
庫
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
、
中
勘
助
の
「
銀
の
匙
」

が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

図
1
に
示
し
た
大
政
翼
賛
会
文
化
部
編
『
朗
読
文
学
選　

現
代
篇
』（
昭
和

一
八
年
五
月
、
大
政
翼
賛
会
宣
伝
部
）
に
も
、
中
勘
助
の
「
銀
の
匙
」
後
篇
八

の
「
蚕
」
を
飼
う
場
面
が
収
録
さ
れ
た
。
同
書
巻
頭
の
「
は
し
が
き
」
に
は
「
文

化
部
で
朗
読
文
学
を
提
唱
し
、
日
本
文
学
報
国
会
及
び
放
送
局
の
方
々
と
数
次

の
検
討
を
経
た
の
ち
、
先
づ
過
去
の
文
学
の
中
か
ら
特
に
朗
読
に
適
す
る
作
品

を
放
送
局
を
通
し
て
一
般
に
懸
賞
募
集
し
た
結
果
、
選
ば
れ
た
」
作
品
を
放
送

局
で
放
送
し
た
と
あ
る
。「
隣
組
の
常
会
」
で
こ
れ
ら
の
作
品
の
朗
読
を
薦
め

て
お
り
「
常
会
が
高
尚
な
娯
楽
と
教
養
の
場
所
と
な
る
」
こ
と
を
大
政
翼
賛
会

が
望
ん
で
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
「
銀
の
匙
」
の
巻
末
に
は
、
推
薦
者
名
「
滑
川
清
」
と
以
下
の
よ
う
な
解
説

が
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
作
者
は
、
岩
清
水
の
や
う
に
済
ん
だ
一
人
の
文
学
的
境
地
を
長
ら
く

守
り
続
け
て
ゐ
る
。
素
朴
で
純
粋
な
観
照
の
世
界
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
蚕

を
か
ふ
少
年
の
日
が
、
な
つ
か
し
い
回
想
を
も
つ
て
描
か
れ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
が
、
絹
を
は
く
小
さ
な
動
物
に
寄
す
る
愛
情
は
童
話
的
な
美
し
さ
と

共
に
、
的
確
な
観
察
を
も
つ
て
そ
の
成
長
を
見
事
に
描
い
て
ゐ
る
。
滑
ら

か
に
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
一
篇
で
あ
る
。

　

中
勘
助
の
「
銀
の
匙
」
は
戦
時
下
に
お
い
て
人
々
に
愛
読
さ
れ
た
作
品
で

あ
っ
た
こ
と
が
「
検
印
」（『
藁
科
』
収
録
）
と
い
う
詩
篇
か
ら
も
分
か
る
。「
思

ひ
が
け
ず
で
た
『
銀
の
匙
』
の
十
二
版　

嘘
や
ま
こ
と
の
古
い
記
憶　

ど
う
ぞ

こ
の
一
万
五
千
の
検
印
が　

つ
ぎ
つ
ぎ
極
楽
の
蓮
華
と
さ
く
や
う
に
と　

ま
た

も
や
さ
す
ら
ひ
の
田
舎
住
ひ　

し
ん
み
り
机
に
む
か
つ
て　

こ
つ
こ
つ
と
は
ん

こ
を
お
す
」
と
の
詩
文
に
あ
る
よ
う
に
、
脱
稿
年
月
日
、
昭
和
一
八
年
一
〇
月

二
二
日
当
時
、
一
万
五
千
部
の
「
銀
の
匙
」
一
二
版
の
増
刷
は
紙
不
足
か
ら
も

異
例
で
あ
る
が
、
軍
部
の
要
請
、
大
政
翼
賛
会
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
も
と
、「
銀

の
匙
」
を
求
め
る
声
が
高
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

図 1　『朗読文学選』（大政翼賛会文化部編、
昭和 18 年 5 月、大政翼賛会宣伝部）
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（
二
）「
光
華
門
」
評
価

　

ま
た
、
先
述
の
一
（
二
）
⑥
の
先
行
論
文
で
示
さ
れ
た
「
光
華
門
」
音
盤
の

昭
和
一
九
年
文
部
大
臣
賞
特
賞
受
賞
に
つ
い
て
未
確
認
で
あ
る
が
、
話
題
作
で

あ
っ
た
こ
と
が
図
2
の
資
料
（『
音
楽
文
化
』
二
巻
三
号
、
昭
和
一
九
年
三
月
、

裏
表
紙
）
や
「
光
華
門
」
の
テ
ノ
ー
ル
独
唱
部
分
を
担
当
し
た
声
楽
家
伊
藤
武

雄
に
よ
る
「『
光
華
門
』
に
寄
せ
て
」（『
音
楽
文
化
』
二
巻
四
号
、
昭
和
一
九

年
四
月
）
の
次
の
言
説
か
ら
も
分
か
る
。

　

橋
本
君
（
論
者
注　
「
光
華
門
」
作
曲
家
橋
本
國
彦
の
こ
と
）
が
一
寸

と
呼
ぶ
の
で
行
っ
て
見
る
と
、「
放
送
局
か
ら
頼
ま
れ
て
、
君
に
歌
っ
て

貰
ふ
も
の
を
書
い
て
ゐ
る
。
洋
楽
浪
曲
と
云
つ
た
風
の
も
の
だ
」
と
云
つ

て
書
き
か
け
の
譜
を
見
せ
て
呉
れ
た
。
見
る
と
、
中
勘
助
氏
の
も
の
で
、

「
炸
裂
炸
裂
」
と
か
「
必
ず
目
的
を
達
し
て
呉
れ
、
頼
む
ぞ
」
な
ど
と
い

ふ
詩
文
散
文
と
り
ま
ぜ
の
、
橋
本
君
な
ら
で
は
の
代
物
で
あ
る
。「
せ
り

ふ
の
と
こ
ろ
も
大
分
出
来
る
筈
だ
が
ど
う
だ
ら
う
か
」
と
云
ふ
の
で
、「
そ

れ
は
大
い
に
結
構
で
せ
う
」
と
云
つ
て
初
め
の
突
撃
の
と
こ
ろ
、
途
中
の

一
番
さ
は
り
に
当
る
辺
な
ど
の
、
音
域
の
低
す
ぎ
る
と
こ
ろ
を
上
げ
て
貰

ふ
や
う
に
頼
ん
だ
こ
と
を
覚
え
て
ゐ
る
。

（
中
略
）

　

こ
れ
が
演
奏
さ
れ
た
の
は
、
ラ
ジ
オ
で
海
外
放
送
を
入
れ
て
、
僅
か
三

回
だ
け
で
あ
つ
た
と
記
憶
す
る
。
レ
コ
ー
ド
は
、
そ
の
最
後
の
時
、
十
五

年
の
十
二
月
十
日
の
放
送
を
録
音
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
反

応
は
小
さ
か
つ
た
。
し
か
し
私
に
と
つ
て
は
、
か
う
し
た
も
の
こ
そ
我
な

ら
で
は
と
の
聴
か
せ
ど
こ
ろ
が
あ
り
さ
う
に
思
へ
て
第
二
の
光
華
門
出
で

よ
と
希
ふ
心
持
で
あ
る
。

　

伊
藤
武
雄
は
、「
光
華
門
」
に
一
番
乗
り
し
壮
烈
な
討
死
を
し
た
伊
藤
少
佐

に
つ
い
て
も
触
れ
、
出
征
時
に
南
京
を
訪
れ
た
際
、
伊
藤
少
佐
の
墓
前
に
詣
で

た
こ
と
に
言
及
し
た
。
演
奏
三
回
、
レ
コ
ー
ド
へ
の
反
応
は
小
さ
い
と
あ
る
が
、

レ
コ
ー
ド
化
に
際
し
、
中
勘
助
の
「
光
華
門
」
を
読
ん
だ
放
送
局
が
作
曲
を
橋

本
國
彦
に
依
頼
し
、
更
に
橋
本
か
ら
依
頼
さ
れ
た
伊
藤
武
雄
も
そ
の
詩
文
を
受

け
と
め
独
唱
し
た
経
緯
が
分
か
る
。

　

中
勘
助
は
昭
和
一
九
年
一
月
七
日
付
小
宮
豊
隆
宛
書
簡
で
「
先
刻
日
蓄
の
社

員
の
人
が
き
て
、
僕
の
光
華
門
を
レ
コ
ー
ド
に
し
て
売
出
し
た
い
か
ら
承
諾
し

て
ほ
し
い
と
い
つ
た
。
報
酬
は
百
円
│
薄
謝
と
包
み
紙
に
書
い
て
あ
つ
た
が

│
、
一
方
作
曲
し
た
橋
本
氏
│
音
楽
学
校
の
作
曲
の
先
生
│
は
印
税
で
一
枚
に

図 2　「光華門」レコード宣伝（『音楽文化』昭和 19 年 3 月　
裏表紙）



（ 6 ）

対
し
七
銭
、（
中
略
）
印
税
で
な
け
れ
ば
承
知
し
な
い
つ
も
り
だ
が
、
印
税
と

し
た
ら
い
く
ら
が
相
当
だ
ら
う
か
。」
と
相
談
し
、
同
年
一
月
九
日
付
小
宮
豊

隆
宛
て
書
簡
で
は
「
昨
朝
例
の
日
蓄
の
人
が
き
て
一
枚
に
付
印
税
三
銭
と
い
ふ

条
件
に
し
て
き
た
。」
と
記
し
た
。
も
と
も
と
、
軍
部
や
放
送
局
に
依
頼
さ
れ

て
「
光
華
門
」
を
創
作
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

前
出
の
通
り
、『
大
戦
の
詩
』
か
ら
「
渡
洋
爆
撃
」「
山
西
」「
光
華
門
」
の

三
篇
を
中
勘
助
は
『
飛
鳥
』（
昭
和
一
七
年
版
）
に
再
録
し
て
い
る
。
静
岡
市

所
蔵
中
勘
助
関
係
資
料
第
三
期
、
中
勘
助
遺
族
寄
贈
資
料
の
中
に
、『
大
戦
の

詩
』（
昭
和
一
三
年
一
二
月
、
岩
波
書
店
）
が
存
在
す
る
。
書
き
込
み
は
五
箇

所
認
め
ら
れ
た
。
一
頁
の
「
渡
洋
爆
撃
」
の
上
、
一
六
頁
「
山
西
」
の
上
、
三

一
頁
「
光
華
門
」
の
上
に
黒
丸
が
付
い
て
い
る
。
更
に
、
四
二
頁
「
白
骨
」
二

行
目
「
白
雲
を
つ
い
て
南
京
を
襲
ふ
」
の
上
に
？
マ
ー
ク
が
、
五
四
頁
「
荒
鷲
」

二
行
目
「
敵
の
荒
肝
ひ
し
が
ん
と
」
の
「
荒
肝
」
の
と
こ
ろ
に
？
マ
ー
ク
が
付

い
て
い
る
。

　
『
飛
鳥
』
収
録
詩
を
検
討
す
る
際
の
中
勘
助
に
よ
る
書
入
れ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
戦
争
詩
歌
全
容
並
び
に
そ
の
背
景

　

一
（
一
）
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
坪
井
は
『
声
の
祝
祭
』（
平
成
九
年
八
月
、

名
古
屋
大
学
出
版
）
の
中
で
、「
戦
争
詩
の
主
題
的
な
パ
タ
ー
ン
」
と
し
て
、「
①

〈
戦
意
の
高
揚
（
民
族
意
識
の
鼓
舞
な
ど
）〉、
②
〈
戦
捷
の
祝
賀
〉、
③
〈
敵
へ

の
侮
蔑
〉、
④
〈
英
霊
へ
の
讃
歌
（
出
征
兵
士
へ
の
送
別
）〉」
に
大
別
さ
れ
る

と
記
し
た
）
3
（

。
別
表
1
「
中
勘
助
に
よ
る
戦
争
詩
歌
一
覧
」
各
詩
に
は
坪
井
説
に

よ
る
内
容
分
類
を
付
し
た
。

　

別
表
1
よ
り
中
勘
助
の
戦
争
詩
歌
が
ほ
と
ん
ど
昭
和
一
二
年
〜
同
一
四
年
に

亘
り
創
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
創
作
方
法
の
解
明
に
関

し
、
静
岡
市
所
蔵
中
勘
助
関
係
資
料
第
三
期
、
中
勘
助
遺
族
寄
贈
資
料
の
中
勘

助
の
兄
・
中
金
一
遺
品
ト
ラ
ン
ク
内
に
あ
っ
た
に
戦
況
地
図
に
つ
い
て
触
れ
た

い
。

　

そ
こ
に
は
四
〇
点
を
超
え
る
新
聞
か
ら
切
り
抜
い
た
戦
況
地
図
が
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
赤
鉛
筆
で
侵
攻
の
経
路
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
図
3

文
芸
春
秋
第
二
臨
時
増
刊
附
録
「
支
那
事
変
要
図
」（
昭
和
一
二
年
九
月
）
と

図
4
「
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
聴
取
用　

中
部
支
那
明
細
図
」（
日
本
放
送
出
版
協

会
）
の
二
つ
の
地
図
で
あ
る
。

　

図
3
及
び
図
4
の
地
図
か
ら
、
赤
鉛
筆
で
日
本
軍
の
進
軍
経
路
が
書
き
入
れ

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
地
図
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
用
い
た
の

か
、
昭
和
一
七
年
四
月
三
日
に
亡
く
な
っ
た
兄
嫁
末
子
を
追
悼
す
る
意
図
の
書

き
下
ろ
し
随
筆
『
蜜
蜂
』（
昭
和
一
八
年
五
月
、
筑
摩
書
房
）
に
ヒ
ン
ト
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
蜜
蜂
」
に
は
、
時
折
「
五
月
七
日　

三
十
五
日
（
論
者
注　

兄
嫁
が
亡
く

な
っ
て
三
十
五
日
）。（
中
略
）
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
（
論
者
注　

コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
）

が
落
ち
ま
し
た
よ
。
泣
く
？
今
発
表
。
五
月
五
日
に
落
ち
た
の
で
す
」
と
い
う

よ
う
な
亡
き
兄
嫁
へ
の
戦
況
報
告
が
あ
り
、「
毎
朝
茶
の
間
の
炬
燵
で
私
が
兄

の
た
め
に
新
聞
の
朗
読
を
し
て
る
の
を
姉
は
炬
燵
に
は
ひ
つ
た
り
、
長
火
鉢
に

あ
た
つ
た
り
、
時
に
は
障
子
の
外
で
鏡
台
に
向
ひ
な
が
ら
き
い
て
ゐ
て
、
将
兵

の
苦
労
や
武
勇
譚
の
く
だ
り
に
な
る
と
ぢ
き
に
べ
そ
を
か
い
た
。
さ
う
い
ふ
私

も
こ
み
あ
げ
る
涙
の
た
め
朗
読
が
切
れ
ぎ
れ
に
な
る
の
だ
つ
た
が
、
姉
は
よ
く

『
ま
た
泣
き
た
く
な
つ
た
！
』
と
い
つ
て
泣
き
だ
し
た
」
と
、
新
聞
の
戦
況
報

道
記
事
に
兄
嫁
が
涙
す
る
様
子
が
回
想
的
に
描
か
れ
た
。

　

ま
た
昭
和
一
七
年
「
五
月
八
日
」、「
六
月
六
日
」、「
六
月
十
一
日
」、「
八
月

十
日
」、「
八
月
十
五
日
」、「
八
月
二
十
八
日
」、「
九
月
二
十
四
日
」、「
十
月
二
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図 3　4分割部分を組み合わせた地図（「支那事変要図」）
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図 4　4分割部分を組み合わせた地図（「ラヂオニュース聴取用　中部支那明細図」）
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十
八
日
」
に
、
大
本
営
発
表
の
戦
況
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
戦

後
「
蜜
蜂
」
再
版
の
際
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
中
勘
助
が
読
む
上
げ
る
新
聞
の
戦
況
報
道
記
事
を
涙

ぐ
み
な
が
ら
兄
嫁
が
聞
い
て
い
た
事
が
分
か
る
。
新
聞
の
戦
況
報
道
記
事
は
中

家
を
ま
と
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
だ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
二
枚

の
地
図
は
兄
嫁
の
遺
品
と
考
え
ら
れ
る
。

　

新
聞
報
道
と
こ
れ
ら
の
地
図
を
参
照
し
な
が
ら
、
中
勘
助
は
「『
勇
壮
』
を

唯
一
の
価
値
と
し
た
」
詩
や
「
兵
士
の
死
の
美
化
作
業
に
す
ぎ
な
い
」
と
評
価

さ
れ
る
詩
を
兄
嫁
の
た
め
に
書
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
別
表
1
の
通

り
、
昭
和
一
四
年
春
の
兄
嫁
の
眼
底
出
血
以
降
、
中
勘
助
が
戦
争
詩
歌
を
ほ
と

ん
ど
創
作
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
中
勘
助
が
家
族
の
た
め
に
新
聞
掲
載
の

戦
況
報
道
記
事
を
読
み
上
げ
る
習
慣
を
失
っ
た
た
め
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

三
．
中
勘
助
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
戦
争
詩
歌

　
「
銀
の
匙
」
に
お
い
て
、
日
清
戦
争
時
下
の
子
ど
も
や
教
師
の
単
純
な
軍
国

主
義
へ
の
傾
倒
を
「
日
本
人
に
大
和
魂
が
あ
れ
ば
シ
ナ
人
に
は
シ
ナ
魂
が
あ
る

で
せ
う
。
日
本
に
加
藤
清
正
や
北
条
時
宗
が
い
れ
ば
シ
ナ
に
だ
つ
て
関
羽
や
張

飛
が
ゐ
る
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
批
判
的
に
描
い
た
作
家
と
し
て
、
中
勘
助

は
自
身
の
戦
争
詩
歌
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
飛
鳥
』
戦
後
再
販
の
際
、
削
除
さ
れ
た
四
篇
と
、
再
録
さ
れ
た
一
篇
「
り
す
」

を
次
に
挙
げ
る
。

　
　

渡
洋
爆
撃

孟
秋
八
月
月
明
の
夜

飛
艦
海
を
わ
た
つ
て
大
陸
を
襲
ふ

江
南
江
北
百
千
の
城

随
所
に
粉
砕
し
て
暁
旦
に
お
よ
ぶ

呉
楚
閩
越
眼
下
に
過
ぐ

四
千
年
一
夢
の
ご
と
し

青
天
を
負
ひ
扶
揺
に
羽
う
ち

鵬
翼
を
つ
ら
ね
て
日
本
に
帰
る

昭
和
一
三
、
二
、
一
五

　
　

山
西

あ
し
た
に
一
塁
を
屠
り

ゆ
ふ
べ
に
一
城
を
抜
く

急
戦
残
兵
ま
れ
に

嶮
壁
糧
道
絶
ゆ

家
郷
三
千
里

生
死
一
瞬
の
ま
へ

粛
粛
と
し
て
峡
谷
を
わ
た
れ
ば

弦
月
長
城
に
落
つ

昭
和
一
二
、
九
、
二
二

　
　

光
華
門

昭
和
十
二
年
十
二
月
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十
日
午
後
五
時
二
十
分

南
京
光
華
門
の
さ
き
が
け
に

山
際
葛
野
の
決
死
隊

す
は
城
頭
の
日
の
旗

「
お
れ
も
行
く
ぞ
皆
つ
づ
け
」

伊
藤
少
佐
は
ま
つ
し
ぐ
ら

城
門
に
突
き
入
れ
ば

杉
山
少
尉
村
田
軍
曹

そ
の
他
の
部
下
も
あ
と
に
つ
く

待
ち
か
ま
へ
た
る
敵
兵
は

そ
れ
と
ば
か
り
一
斉
に

手
榴
弾
の
雨
を
ふ
ら
せ
ば

心
は
や
た
け
に
は
や
れ
ど
も

部
隊
は
堰
か
れ
て
進
み
得
ず

城
壁
の
外
に
は

炸
裂
の
嵐
と
人
波
と

押
し
つ
押
さ
れ
つ
寄
せ
か
へ
す

城
壁
の
上
に
は

夕
闇
に
踊
り
狂
ふ
死
神

手
榴
弾

手
榴
弾

手
榴
弾

つ
ぎ
つ
ぎ
に
倒
れ
る
兵

け
し
飛
ぶ
兵

「
し
つ
か
り
し
ろ　

お
れ
も
あ
と
か
ら
い
く
ぞ
」

手
近
の
ひ
と
り
を
だ
き
起
し
て

煙
の
な
か
に
呼
は
る
声

炸
裂

炸
裂

炸
裂

阿
鼻
叫
喚

地
獄
の
点
呼

「
葛
野
中
尉
は
ゐ
る
か

　

山
際
少
尉
は
ゐ
る
か

　

杉
山
少
尉
は
ゐ
る
か

　

村
田
軍
曹
は
ゐ
る
か

　

皆
ゐ
る
な

　

そ
れ
で
よ
ろ
し
い
」

炸
裂

炸
裂

炸
裂

弾
丸
欠
乏

苦
戦
悪
闘

部
隊
へ
伝
令

田
端
一
等
兵

「
必
ず
目
的
を
達
し
て
く
れ　

頼
む
ぞ
」

声
を
か
ぎ
り
に
叫
ぶ

月
あ
か
り
の
走
り
書
き

血
染
め
の
紙
片

…
…
部
下
と
と
も
に
死
を
覚
悟
し
て
ゐ
る
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全
員
光
華
門
を
死
守
せ
よ
…
…

総
身
あ
け
に
染
み
た
る
少
佐
の

頭
部
に
ま
た
も
や
手
榴
弾

ど
う
と
後
へ
に
倒
れ
つ
つ

死
守　

死
守　

の
声
も
絶
え
だ
え
に

死
闘
六
十
時
間

光
華
門
の
露
と
ち
り
ぬ

伝
令
は
見
事
に
使
命
を
は
た
し

部
隊
長
よ
り
祝
ひ
の
神
酒
を
携
へ
て

ふ
た
た
び
城
門
に
駈
け
い
る
刹
那

お
な
じ
さ
だ
め
の
手
榴
弾
に
斃
れ
ぬ

戦
ひ
過
ぎ
し
十
五
日

風
腥
き
新
戦
場

少
佐
の
遺
骨
の
ま
へ
に

供
へ
ら
れ
し
神
酒

血
ま
み
れ
の
水
筒

泣
か
ぬ
も
の
は
な
か
り
け
り

ほ
め
た
た
へ
よ
人
び
と

語
り
つ
た
へ
よ
人
び
と

胸
に
き
ざ
め
人
び
と

涙
を
お
く
れ
人
び
と

あ
つ
ぱ
れ
南
京
城
の
一
番
の
り

伊
藤
善
光
少
佐

昭
和
一
三
、
三
、
二
七

　
　

南
京

古
城
夜
深
し

星
斗
し
づ
か
に
め
ぐ
る

塁
壁
八
十
里

十
万
の
貔
貅
守
る

勧
降
明
日
を
期
し

巨
砲
口
を
な
ら
べ
て
待
つ

遮
莫
蔣
将
軍

骰
子
を
投
ず
る
や
否
や

天
悠
悠
地
悠
悠

大
江
東
西
に
流
る

永
劫
流
転
の
道

興
亡
一
刹
那

昭
和
一
二
、
一
二
、
某
日

　
　

り
す

大
別
山
は
て
な
し

百
里
鬼
火
を
つ
ら
ぬ

広
済
ま
ぢ
か
の
激
戦
に

痛
手
を
お
う
た
ひ
と
り
の
兵

砂
原
に
う
ち
倒
れ
て

き
え
ゆ
く
魂
の
み
る
幻

「
お
母
さ
ん　

栗
鼠
が
ゐ
る
よ　

お
母
さ
ん
」
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ほ
ん
に
こ
の
へ
ん
の
木
に
は

た
く
さ
ん
栗
鼠
が
ゐ
る

「
山
口
お
母
さ
ん
の
手
紙
だ
よ
」

戦
友
は
血
ま
み
れ
の
か
く
し
を
さ
ぐ
つ
て

瀕
死
の
友
に
読
ん
で
や
る

「
…
…
い
ま
畑
に
は
茄
子
が
い
つ
ぱ
い
出
来
て
ゐ
ま
す
よ

茄
子
は
ち
ぎ
つ
て
町
へ
出
し
ま
せ
う
…
…

お
前
様
が
帰
る
日
は

こ
の
茄
子
に
ま
た
花
の
つ
く
こ
ろ
か

実
の
な
る
こ
ろ
か
…
…
」

「
お
母
さ
ん　

栗
鼠
が
ゐ
る
よ
」

さ
う
い
つ
て
息
が
絶
え
た

大
別
山
無
情

峨
峨
と
し
て
烈
日
に
灼
く

昭
和
一
四
、
三
、
二
八

　

坪
井
説
に
も
と
づ
く
「
戦
争
詩
の
主
題
的
パ
タ
ー
ン
」
と
し
て
は
、「
渡
洋

爆
撃
」
は
〈
②
戦
捷
の
祝
賀
〉、「
光
華
門
」「
り
す
」
は
〈
④
英
霊
へ
の
讃
歌
〉、

「
南
京
」
は
〈
①
戦
意
高
揚
〉
で
あ
り
、「
山
西
」
は
分
類
不
可
能
な
〈
⑤
そ
の

他
〉
と
さ
れ
る
。「
渡
洋
爆
撃
」「
山
西
」「
南
京
」
は
先
述
し
た
市
毛
に
よ
る
「
漢

詩
風
」
で
あ
り
、
高
崎
に
よ
る
「
日
清
・
日
露
戦
争
時
代
の
『
勇
壮
』
を
唯
一

の
価
値
と
し
た
つ
ま
ら
な
い
漢
詩
と
同
じ
も
の
」
と
い
う
評
価
は
あ
な
が
ち
外

れ
て
い
な
い
。「
り
す
」
の
場
合
、「
大
別
山
」
の
遠
景
と
対
比
的
な
命
消
え
ゆ

く
兵
士
の
前
景
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
と
い
う
視
覚
的
対
比
、「
大
別
山
無
情
」
と

い
う
大
自
然
の
営
み
と
「
茄
子
」「
栗
鼠
」
と
い
う
何
気
な
い
動
植
物
の
話
題

の
軽
重
対
比
の
な
か
で
、
情
感
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
よ
り
、
中
勘
助
が
戦
後
、「
り
す
」
を
除
く
四
篇
を
『
飛
鳥
』
か
ら
削

除
し
た
理
由
は
、
自
然
と
理
解
で
き
る
。

四
．「
鳥
の
物
語
」
の
設
定
の
変
化

　

中
勘
助
の
『
鳥
の
物
語
』
の
第
一
作
「
雁
の
話
」（
初
出
『
思
想
』
昭
和
八

年
六
月
）
は
、
昭
和
七
年
四
月
脱
稿
と
記
さ
れ
た
神
奈
川
県
平
塚
在
住
期
（
大

正
一
四
年
一
月
〜
昭
和
七
年
九
月
）
に
創
作
さ
れ
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。

　

様
々
な
種
類
の
鳥
が
自
分
の
種
族
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
話
を
語
る
と
い
う
枠

物
語
の
形
式
を
持
つ
『
鳥
の
物
語
』
に
お
い
て
、
一
作
目
「
雁
の
話
」
と
二
作

目
「
鳩
の
話
」（
昭
和
一
六
年
一
〇
月
、
岩
波
書
店
刊
『
鳩
の
話
』
書
き
下
ろ
し
）

で
は
鳥
が
語
る
相
手
が
異
な
っ
て
い
る
。「
鳩
の
話
」
ま
え
が
き
で
中
勘
助
は

「
雁
の
話
を
か
い
た
と
き
に
は
鳥
た
ち
は
風
流
な
足
利
義
満
将
軍
の
御
前
に
か

し
こ
ま
る
つ
も
り
に
な
つ
て
い
た
、
そ
れ
が
十
年
後
の
今
日
こ
の
鳩
は
寛
仁
大

度
な
ス
プ
タ
イ
汗マ

マ

の
ま
え
で
話
す
こ
と
に
な
つ
た
。」
と
説
明
し
た
が
、
こ
の

連
作
『
鳥
の
物
語
』
に
お
け
る
、
初
期
設
定
と
二
作
目
以
降
の
設
定
と
の
相
違

を
疑
問
視
し
た
先
行
研
究
は
な
い
。
ま
た
「
鳩
の
話
」
は
『
鳥
の
物
語
』（
昭

和
二
四
年
五
月
、
山
根
書
店
）
再
録
時
に
は
「
ス
プ
タ
イ
汗マ
マ

」
か
ら
「
オ
ゴ
タ

イ
汗
」
に
語
る
相
手
が
変
化
し
て
い
る
。

　

足
利
義
満
は
室
町
幕
府
第
三
代
将
軍
で
あ
り
武
家
で
あ
っ
て
も
「
風
流
な
」

と
中
勘
助
に
よ
っ
て
形
容
さ
れ
た
よ
う
に
鹿
苑
寺
（
金
閣
寺
）
建
立
を
は
じ
め

北
山
文
化
を
築
き
南
北
朝
を
合
一
さ
せ
る
人
心
安
定
し
た
一
時
代
を
築
い
た
。

一
方
オ
ゴ
タ
イ
は
父
チ
ン
ギ
ス
汗
と
モ
ン
ゴ
ル
統
一
、
金
遠
征
、
大
西
征
を
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行
っ
た
武
人
で
あ
り
、
自
ら
の
皇
帝
時
代
に
お
い
て
も
帝
国
領
土
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
拡
大
さ
せ
続
け
た
。
ス
プ
タ
イ
は
チ
ン
ギ
ス
汗
か
ら
そ
の
孫
の
バ
ト
ゥ
ま

で
三
代
に
亘
っ
て
仕
え
た
名
将
軍
で
あ
っ
た
。
文
化
人
足
利
義
満
か
ら
武
人
・

ス
プ
タ
イ
と
オ
ゴ
タ
イ
へ
の
変
化
の
理
由
は
、
戦
局
の
激
化
と
見
る
の
が
相
応

し
い
だ
ろ
う
。

　
「
鳩
の
話
」
は
預
言
者
ヨ
ハ
ネ
の
死
と
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
の
十
字
架
磔
刑
に

よ
る
最
期
が
主
題
で
あ
る
。
武
人
の
前
で
聖
人
の
信
念
に
も
と
づ
く
死
を
平
和

の
象
徴
で
あ
る
鳩
が
語
る
と
い
う
点
に
、
武
人
に
対
す
る
批
判
的
な
視
点
が
存

在
す
る
。

　

ま
た
、
終
戦
直
前
の
昭
和
二
〇
年
八
月
九
日
脱
稿
の
「
鶴
の
話
」（
初
出
『
新

潮
』
昭
和
二
一
年
一
〇
月
号
）
は
、
神
亀
元
年
一
〇
月
五
日
、
聖
武
天
皇
の
和

歌
の
浦
行
幸
の
折
に
山
部
赤
人
が
詠
ん
だ
一
首
「
和
歌
の
浦
に
潮
み
ち
く
れ
ば

潟
を
な
み　

あ
し
べ
を
さ
し
て
た
づ
鳴
き
わ
た
る
」（「
万
葉
集
」
巻
六　

九
一

九
歌
）
に
ち
な
ん
だ
話
で
あ
る
。
話
の
結
末
は
、
初
出
と
角
川
書
店
版
『
中
勘

助
全
集
』
第
三
巻
（
昭
和
三
六
年
二
月
）
再
録
時
で
は
次
の
よ
う
に
異
な
る
。

「
や
よ
鶴
よ
、
汝
ら
は
そ
れ
な
る
赤
人
に
た
ぐ
ひ
稀
な
る
歌
を
よ
ま
せ
た

に
よ
つ
て
褒
美
を
と
ら
せ
る
ぞ
。
何
な
り
と
望
め
」（
中
略
）

み
か
ど
は
き
こ
し
め
さ
れ

「
お
お
さ
や
う
か
、
さ
ら
ば
褒
美
の
し
る
し
に
汝
ら
の
頭
を
日
の
出
の
色

に
染
め
て
や
ら
う
ぞ
。
近
う
よ
れ
」
と
ま
ぢ
か
い
岡
に
今
を
盛
り
と
咲
き

い
で
た
さ
つ
き
の
花
を
つ
ま
せ
て
御
手
づ
か
ら
鶴
の
頭
を
真
紅
の
色
に
お

染
め
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
め
で
た
い
丹
頂
の
い
は
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

（『
新
潮
』
昭
和
二
一
年
一
〇
月
号
）

そ
の
と
き
み
か
ど
は
や
を
ら
手
を
の
べ
さ
せ
ら
れ
て
一
羽
一
羽
彼
ら
の
頭

を
な
で
ら
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
、さ
す
が
日
の
み
こ
手
に
ふ
れ
て
彼
ら
の
白
い

頭
が
見
る
み
る
日
の
出
の
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
め
で
た
い
丹
頂

の
い
は
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
角
川
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』
第
三
巻
）

　

い
ず
れ
もJaponensis

を
学
術
名
に
持
ち
日
本
を
代
表
す
る
鳥
・
丹
頂
鶴

の
由
来
に
関
す
る
結
末
で
あ
る
。「
日
の
み
こ
」
で
あ
る
古
代
の
聖
王
に
よ
る

手
技
（
初
出
時
は
さ
つ
き
の
花
で
頭
を
日
の
出
の
色
に
染
色
、
全
集
収
録
時
に

は
手
を
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
頭
を
日
の
出
の
色
に
染
色
）
に
あ
っ
た
と
い
う
筋

で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
鶴
の
話
」
作
中
「
み
か
ど
は
大
層
信
心
ぶ
か
い
お
か
た

で
国
ぐ
に
に
残
ら
ず
寺
を
お
建
て
に
な
る
と
か
な
つ
た
と
か
い
ふ
ぢ
ゃ
な
い

か
」
と
鳥
た
ち
に
噂
さ
れ
る
日
本
の
古
代
の
聖
王
を
尊
ぶ
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

　

中
勘
助
は
北
原
白
秋
ら
が
編
ん
だ
『
新
万
葉
集
』
巻
六
（
昭
和
一
三
年
六
月
、

改
造
社
）
に
東
葛
時
代
・
平
塚
時
代
の
短
歌
一
四
首
が
収
録
さ
れ
た
新
万
葉
歌

人
で
あ
っ
た
。
作
中
、
万
葉
歌
人
山
部
赤
人
に
気
持
ち
を
重
ね
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
中
勘
助
が
、「
歌
の
名
人
」
と
み
か
ど
に
褒
め
ら
れ
た
山
部
赤
人
に
「
赤

人
は
た
だ
あ
り
の
ま
ま
を
言
葉
に
つ
づ
り
ま
し
た
ま
で
の
こ
と
で
な
ん
の
手
柄

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
お
そ
れ
な
が
ら
あ
の
鶴
こ
そ
お
褒
め
あ
づ
か
る
べ
き
で
ご

ざ
い
ま
す
」
と
言
わ
し
め
た
こ
と
は
意
味
深
い
。
こ
の
言
葉
に
関
し
、
小
宮
豊

隆
も
「
解
説
」『
鳥
の
物
語
』（
昭
和
二
四
年
五
月
、
山
根
書
店
）
に
お
い
て
「
中

の
赤
人
観
か
ら
来
て
い
る
言
葉
で
あ
り
、
且
つ
中
の
芸
術
観
の
一
部
を
代
表
さ

せ
た
言
葉
」
と
指
摘
す
る
。「
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
や
戦
線
美
談
・
銃
後
美
談
を
、

詩
の
形
式
を
借
り
て
表
現
し
た
だ
け
」
と
い
う
高
崎
に
よ
る
中
勘
助
の
戦
争
詩

評
価
に
あ
る
よ
う
に
、
新
聞
記
事
等
で
知
る
現
実
感
が
な
い
戦
争
を
素
材
と
す

る
こ
と
よ
り
も
、
目
の
前
の
優
れ
た
素
材
の
「
あ
り
の
ま
ま
を
言
葉
に
つ
づ
」
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る
こ
と
へ
の
創
作
方
法
の
転
換
が
意
識
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
．
ま
と
め

　

中
勘
助
は
「
提
婆
達
多
」
創
作
直
後
の
大
正
一
〇
年
頃
に
印
度
学
仏
教
学
資

料
を
通
し
て
知
っ
た
古
代
印
度
の
聖
王
阿
育
王
に
創
作
意
欲
を
刺
激
さ
れ
、
い

つ
か
そ
の
話
を
書
き
た
い
と
希
望
し
て
い
た
こ
と
は
拙
論
）
4
（

で
述
べ
た
通
り
で
あ

る
。
中
勘
助
夫
人
も
角
川
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』
第
一
三
巻
「
あ
と
が
き
」

に
お
い
て
「
前
々
か
ら
考
え
て
ゐ
た
『
阿
育
王
』『
紅
鶴
の
話
』
な
ど
の
創
作

に
と
り
か
か
る
の
を
、
本
人
も
周
囲
も
楽
し
み
に
し
て
ゐ
た
」
と
語
る
よ
う
に

「
阿
育
王
」
は
中
勘
助
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
。

　

時
代
の
奔
流
の
中
で
、
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、

新
聞
朗
読
を
通
し
て
得
た
新
聞
に
お
け
る
戦
況
報
道
記
事
を
も
と
に
戦
争
詩
歌

を
創
作
し
た
。
そ
の
私
的
な
詩
歌
創
作
が
岩
波
書
店
に
お
け
る
『
大
戦
の
詩
』

『
百
城
を
落
す
』
公
刊
と
い
う
公
的
な
文
学
業
績
に
繋
が
っ
た
点
に
お
い
て
、

中
勘
助
に
お
け
る
戦
争
詩
歌
創
作
発
表
は
公
私
混
同
の
感
が
否
め
な
い
。
ま
た

『
飛
鳥
』
戦
後
再
販
の
際
に
中
勘
助
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
四
篇
の
詩
は
、
高
崎

説
・
坪
井
説
の
通
り
一
種
の
「
戦
争
屑
詩
」
で
あ
り
、
静
岡
疎
開
に
よ
り
目
の

前
の
優
れ
た
素
材
の
「
あ
り
の
ま
ま
を
言
葉
に
つ
づ
」
る
と
い
う
芸
術
観
を
取

り
戻
し
た
時
期
か
ら
す
れ
ば
恥
ず
べ
き
作
品
で
あ
っ
た
。
幸
か
不
幸
か
兄
嫁
の

健
康
状
態
の
悪
化
に
よ
り
戦
争
詩
の
創
作
が
日
中
戦
争
時
下
に
中
断
さ
れ
た
こ

と
、
静
岡
疎
開
に
よ
り
自
然
美
に
触
れ
た
こ
と
、
常
に
聖
王
た
る
も
の
は
と
い

う
「
阿
育
王
」
を
構
想
す
る
小
説
家
の
視
点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
目
の
前
の

優
れ
た
素
材
の
「
あ
り
の
ま
ま
を
言
葉
に
つ
づ
」
る
こ
と
の
大
切
さ
を
意
識
し

た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
業
績
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

昭
和
一
七
年
七
月
五
日
付
志
賀
直
哉
宛
書
簡
で
中
勘
助
は
「
あ
な
た
は
日
本

文
学
報
国
会
と
い
ふ
の
に
お
は
ひ
り
に
な
り
ま
し
た
で
せ
う
か
。
詩
、
随
筆
、

小
説
と
各
部
門
か
ら
手
紙
が
き
ま
し
た
が
は
ひ
る
と
ど
う
な
る
の
か
は
ひ
ら
な

い
と
ど
う
な
る
の
か
充
分
は
つ
き
り
し
な
い
の
で
躊
躇
し
て
を
る
と
こ
ろ
で

す
。」
と
尋
ね
、
同
年
七
月
七
日
付
け
同
氏
宛
て
書
簡
で
は
「
早
速
お
返
事
を

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
私
も
入
会
を
見
合
わ
せ
ま
す
。」
と
日
本

文
学
報
国
会
に
入
会
し
な
い
旨
を
し
た
た
め
て
い
る
。し
か
し
実
際
に
は
、『
日

本
文
学
報
国
会
会
員
名
簿
』
昭
和
一
八
年
版
に
小
説
部
会
名
誉
会
員
の
志
賀
は

も
と
よ
り
中
勘
助
も
小
説
部
会
、
評
論
・
随
筆
部
会
、
詩
部
会
の
会
員
と
し
て

名
を
連
ね
て
い
る
。
世
界
大
戦
と
い
う
奔
流
は
、
志
賀
直
哉
や
中
勘
助
が
考
え

る
程
、
甘
く
な
か
っ
た
と
い
う
証
左
で
あ
ろ
う
か
。

　

戦
時
下
で
も
読
ま
れ
続
け
た
「
銀
の
匙
」
の
作
家
と
し
て
の
中
勘
助
の
位
置

づ
け
と
自
身
の
作
家
と
し
て
の
矜
持
が
、
戦
争
詩
作
者
と
し
て
の
中
勘
助
を
覆

い
隠
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
論
中
に
別
途
出
典
の
記
載
が
な
い
場
合
、
本
文
は
岩
波
書
店
版
『
中
勘
助

全
集
』
に
よ
る
。
詩
歌
の
創
作
年
月
日
は
初
出
に
よ
る
。

註（
1
）  

戦
車
兵

 
 

南
京
へ　

南
京
へ　

轟
轟
と
突
進
す
る
戦
車
の
列　

周
囲
の
丘
陵
か
ら
う
ち
出
す
巨
砲　

弾
丸
に
う
ち
ぬ
か
れ
て
燃
え
あ
が
る
戦
車　

戦
車
か
ら
飛
び
出
し
て
万
歳
を
叫
び
な
が

ら　

両
手
を
あ
げ
て
生
き
な
が
ら
燃
え
る
兵
隊　

敵
都
を
ま
へ
に
生
き
な
が
ら
灰
に
な

つ
て
ゆ
く

 

昭
和
一
四
、
三
、
二
九

（
2
）  

通
信
兵
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電
話
架
設
の
通
信
兵
五
人

 

部
隊
を
は
な
れ
て
前
線
へ

 

と
た
ん
に
出
あ
つ
た
敵
五
十

 
小
勢
と
侮
り
攻
め
か
か
る

 
畜
生　

邪
魔
さ
れ
て
た
ま
る
か

 

銃
が
な
い
の
で
短
剣
で
突
き
殺
す

 

グ
サ
リ　

グ
サ
リ

 

十
五
人
や
つ
つ
け
て
二
人
死
ん
だ

 

す
ご
い
ぞ　

通
信
兵

 

昭
和
一
三
、
一
〇
、
一
三

（
3
）  

日
中
戦
時
下
に
お
い
て
「
戦
争
詩
と
い
ふ
も
の
」（『
蝋
人
形
』
昭
和
一
三
年
三
月
）

の
で
中
で
安
藤
一
郎
は
、
戦
争
詩
を
「
①
愛
国
的
な
リ
リ
シ
ズ
ム
に
依
っ
て
大
衆
を
鼓

舞
す
る
も
の
、
②
直
面
し
た
悲
劇
と
惨
禍
を
『
冷
静
且
つ
刻
銘
』
に
写
実
す
る
も
の
、

③
思
想
の
観
点
に
立
っ
て
皮
肉
や
風
刺
に
近
づ
く
も
の
」
と
そ
の
役
割
を
三
分
類
し
て

い
る
。

（
4
）  

「『
犬
』
に
お
け
る
人
物
造
型
考
（
一
）」（
平
成
二
五
年
五
月
、『
会
誌
』
日
本
女
子

大
学
大
学
院
の
会
）

＊
静
岡
市
所
蔵
中
勘
助
関
係
資
料
閲
覧
に
当
り
静
岡
市
文
化
振
興
課
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
こ
と
を
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
別
表
１

収
録
以
外
に
も
「
人
な
き
村
」「
提
燈
行
列
」「
無
言
の
凱
旋
」「
隠
密
渡
河
」

「
土
饅
頭
」「
血
染
め
の
砲
車
」「
あ
の
岸
」「
古
布
の
庄
」（
い
ず
れ
も
初
出
未
確
認
）

の
戦
争
詩
が
存
在
す
る
。
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No.

詩
の
題
名

創
作
年
月
日（
昭
和
）年
・
月
・
日

収
録
詩
集
名

主
題
分
類

46

短
歌
三

記
載
な
し

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

47

短
歌
四

記
載
な
し

「
大
戦
の
詩
」

③
敵
へ
の
侮
辱

48

短
歌
五

記
載
な
し

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

49

短
歌
六

記
載
な
し

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

50

短
歌
七

記
載
な
し

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

49

太
湖

一
二
・
一
二
・
二
一

「
百
城
を
落
す
」

②
戦
捷
の
祝
賀

50

南
京

一
二
・
一
二
・
某
日

「
百
城
を
落
す
」

①
戦
意
高
揚

51

黄
河

一
三
・
四
・
三

「
百
城
を
落
す
」

⑤
そ
の
他

52

格
闘

一
三
・
八
・
三

「
百
城
を
落
す
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

53

江
北

一
三
・
一
〇
・
一
五

「
百
城
を
落
す
」

⑤
そ
の
他

54

提
灯
行
列

一
三
・
一
〇
・
某
日

「
百
城
を
落
す
」

②
戦
捷
の
祝
賀

55

鉛
筆

一
三
・
一
二
・
三

「
百
城
を
落
す
」

⑤
そ
の
他

56

日
本
刀

一
三
・
一
二
・
一
七

「
百
城
を
落
す
」

③
敵
へ
の
侮
辱

57

軍
馬

一
四
・
二
・
二
〇

「
百
城
を
落
す
」

⑤
そ
の
他

58

遺
書

一
四
・
二
・
二
三

「
百
城
を
落
す
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

59

蘭
州

一
四
・
二
・
二
三

「
百
城
を
落
す
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

60

武
漢
攻
略

一
四
・
二
・
二
四

「
百
城
を
落
す
」

⑤
そ
の
他

61

固
陽

一
四
・
三
・
五

「
百
城
を
落
す
」

⑤
そ
の
他

62

傳
書
鳩

一
四
・
三
・
五

「
百
城
を
落
す
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

63

雁
門
関

一
四
・
三
・
七

「
百
城
を
落
す
」

②
戦
捷
の
祝
賀

64

山
西

一
四
・
三
・
七

「
百
城
を
落
す
」

③
敵
へ
の
侮
辱

65

鉄
橋
爆
破

一
四
・
三
・
一
〇

「
百
城
を
落
す
」

②
戦
捷
の
祝
賀

66

戦
車
あ
り
が
た
う

一
四
・
三
・
一
〇

「
百
城
を
落
す
」

②
戦
捷
の
祝
賀

67

清
河
鎮

一
四
・
三
・
一
一

「
百
城
を
落
す
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

68

盲
目

一
四
・
三
・
一
一

「
百
城
を
落
す
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

69

茄
子

一
四
・
三
・
一
九

「
百
城
を
落
す
」

⑤
そ
の
他

70

不
死
身

一
四
・
三
・
二
三

「
百
城
を
落
す
」

①
戦
意
高
揚

71

鶴
嘴

一
四
・
三
・
二
四

「
百
城
を
落
す
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

72

ぱ
ぱ
ん
船

一
四
・
三
・
二
五

「
百
城
を
落
す
」

③
敵
へ
の
侮
辱

73

わ
ら
ぢ

一
四
・
三
・
二
八

「
百
城
を
落
す
」

⑤
そ
の
他

74

り
す

一
四
・
三
・
二
八

「
百
城
を
落
す
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

75

戦
車
兵

一
四
・
三
・
二
九

「
百
城
を
落
す
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

76

夜
襲

一
四
・
三
・
二
九

「
百
城
を
落
す
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

77

新
南
群
島

一
四
・
四
・
一
九

「
百
城
を
落
す
」

①
戦
意
高
揚

78

遺
族

一
四
・
四
・
二
七

「
百
城
を
落
す
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

79

湖
北

一
四
・
五
・
一
二

「
百
城
を
落
す
」

②
戦
捷
の
祝
賀

80

白
塩

一
四
・
五
・
二
一

「
百
城
を
落
す
」

⑤
そ
の
他

81

荒
鷲

一
四
・
六
・
一

「
百
城
を
落
す
」

①
戦
意
高
揚

82

西
住
中
尉

一
四
・
某
月
某
日

「
百
城
を
落
す
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

83

守
袋

一
七
・
二
・
一
三

角
川
書
店
版
全
集
一
二
巻
初
出

④
英
霊
へ
の
讃
歌

84

軍
旗
と
と
も
に

一
八
・
三
・
三

角
川
書
店
版
全
集
一
二
巻
初
出

④
英
霊
へ
の
讃
歌

85

ア
ッ
ツ
島

二
〇
・
三
・
四

「
羽
鳥
」『
心
』
昭
和
二
九
年
四
月
初
出

④
英
霊
へ
の
讃
歌

86

短
歌

二
〇
・
五
・
一
四

「
羽
鳥
」『
心
』
昭
和
二
七
年
九
月
初
出

⑤
そ
の
他

87

原
子
爆
弾

二
〇
・
一
二
・
四

「
羽
鳥
」『
心
』
昭
和
三
〇
年
四
月
初
出

⑤
そ
の
他

No.

詩
の
題
名

創
作
年
月
日（
昭
和
）年
・
月
・
日

収
録
詩
集
名

主
題
分
類

1

日
の
丸

一
二
・
六
・
五

「
吾
往
か
ん
」

①
戦
意
高
揚

2

渡
洋
爆
撃

一
三
・
二
・
一
五

「
大
戦
の
詩
」

②
戦
捷
の
祝
賀

3

大
行
山

一
三
・
一
〇
・
四

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

4

行
軍

一
三
・
一
〇
・
一
〇

「
大
戦
の
詩
」

⑤
そ
の
他

5

襲
へ　

襲
へ

一
三
・
七
・
七

「
大
戦
の
詩
」

②
戦
捷
の
祝
賀

6

緩
遠

一
三
・
一
〇
・
三

「
大
戦
の
詩
」

②
戦
捷
の
祝
賀

7

大
陸
封
鎖

一
三
・
九
・
二
一

「
大
戦
の
詩
」

⑤
そ
の
他

8

山
西

一
二
・
九
・
二
二

「
大
戦
の
詩
」

⑤
そ
の
他

9

白
水
村

一
三
・
一
〇
・
五

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

10

斃
馬

一
三
・
九
・
二
二

「
大
戦
の
詩
」

⑤
そ
の
他

11

ト
ー
チ
カ

一
三
・
五
・
二
八

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

12

敵
前
架
橋

一
二
・
一
一
・
三

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

13

ポ
ン
ポ
ン
船

一
三
・
九
・
二
一

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

14

蜜
柑

一
三
・
八
・
四

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

15

光
華
門

一
三
・
三
・
二
七

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

16

荼
毘

一
三
・
三
・
一

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

17

白
骨

一
三
・
八
・
一
二

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

18

南
京

一
三
・
三
・
一

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

19

錢
塘
江

一
三
・
七
・
一
七

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

20

地
獄
風
呂

一
三
・
八
・
三

「
大
戦
の
詩
」

⑤
そ
の
他

21

黄
河
だ
ぞ

一
三
・
三
・
二
三

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

22

荒
鷲

一
三
・
六
・
二
四

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

23

徐
州

一
三
・
五
・
二
二

「
大
戦
の
詩
」

②
戦
捷
の
祝
賀

24

聖
戦

一
三
・
六
・
二
一

「
大
戦
の
詩
」

②
戦
捷
の
祝
賀

25

神
輿

一
三
・
一
〇
・
一
二

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

26

開
封

一
三
・
六
・
二
六

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

27

リ
ュ
シ
コ
フ

一
三
・
八
・
一
〇

「
大
戦
の
詩
」

③
敵
へ
の
侮
辱

28

張
鼓
峰
一

一
三
・
八
・
一
三

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

29

張
鼓
峰
二

一
三
・
八
・
一
一

「
大
戦
の
詩
」

③
敵
へ
の
侮
辱

30

大
宗
庄

一
三
・
一
〇
・
一
三

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

31

飯
塚
部
隊
長

一
三
・
九
・
二
〇

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

32

さ
つ
ま
芋

一
三
・
一
〇
・
一
五

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

33

水
牛

一
三
・
一
〇
・
一
一

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

34

竹
槍
隊

一
三
・
一
〇
・
一
四

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

35

通
信
兵

一
三
・
一
〇
・
一
三

「
大
戦
の
詩
」

④
英
霊
へ
の
讃
歌

36

広
東
へ　

広
東
へ

一
三
・
一
〇
・
二
〇

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

37

大
戦　

河
北

記
載
な
し

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

38

大
戦　

江
北

記
載
な
し

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

39

大
戦　

長
江

記
載
な
し

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

40

大
戦　

江
南

記
載
な
し

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

41

大
戦　

広
東

記
載
な
し

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

42

大
戦　

漢
口

記
載
な
し

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

43

漢
口

一
三
・
一
〇
・
一
五

「
大
戦
の
詩
」

②
戦
捷
の
祝
賀

44

短
歌
一

記
載
な
し

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

45

短
歌
二

記
載
な
し

「
大
戦
の
詩
」

①
戦
意
高
揚

別
表
1　

中
勘
助
に
よ
る
戦
争
詩
歌
一
覧


